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こどもが安⼼して成⻑できる未来のために

新潟産業⼤学経済学部
阿部雅明（環境経済学）

こども家庭庁における「居場所づくり」

• 居場所づくりを通じて、全てのこども・
若者が、将来にわたって幸福な⽣活を送ることが
できるようにすることが⽬的です。

出所︓こども家庭庁
「令和7年版こども⽩書」

サンチャッカル
新潟産業⼤学キャラクター

「居場所づくり」が重要な背景

① 地域コミュニティが変化し、空き地や路地裏、
近所の駄菓⼦屋など、以前は特に意図せずとも、
こどもの居場所となり得ていた場や関係性が
減少していること。

「居場所づくり」が重要な背景（つづき）

② 児童虐待の相談対応件数の増加や不登校、⾃殺
するこども・若者の数の増加など、こども・若者
を取り巻く環境が⼀層厳しさを増すとともに課題
が複雑かつ複合化していること。

また特にそうした厳しい状況下にいるこども・
若者ほど居場所を持ちにくく、失いやすいと
考えられること。
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「居場所づくり」が重要な背景（つづき）

③ 価値観の多様化や⽂化の広がりに伴い、こども・
若者のニーズも多様化しているため、それらに応
じた多様な居場所が求められるようになっている
こと。

出所︓こども家庭庁
「令和7年版こども⽩書」

こども・若者の居場所に求められる要素

① こども・若者が安⼼して休息できること、
安らげること

② こども・若者がありのままの⾃分でいられること、
受容されること

③ こども・若者が⾃分の気持ちや意⾒を表現できること

④ こども・若者が⾃⼰肯定感を抱けること

⑤ こども・若者が⾃分の役割を感じられること、
⾃⼰有⽤感を抱けること

こども・若者の居場所に求められる要素（つづき）

⑥ こども・若者が⾃分の存在を認識できる、
⽣きているという感覚を抱けること

⑦ ⼈と⼈との関係性が開かれていくこと

⑧ ⾃分さがしの学びが⽣まれること

⑨ いつでもある、戻れる場所であること
（年齢により途切れることがない）

こども・若者の居場所に求められる要素（つづき）

⑩ こども・若者が主体であること

⑪ いつでも⾃由に 1 ⼈で⾏けること

⑫ 過ごし⽅を選べること

⑬ こども・若者の味⽅である⼤⼈がいること
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こども・若者が居場所に求める要素

「居たい」 「⾏きたい」 「やってみたい」

出所︓こどもまんなか
こども家庭庁「いけんひろば」アンケート

おとなのみなさんへ、こどもからおねがいしたいこと

出所︓こどもまんなか
こども家庭庁
「いけんひろば」アンケート

こどもと⼀緒に、安⼼して暮らせる社会を作っていきましょう︕
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